
 
 

   

 

 

難
波
堀
江
開
削
の
詔 

一
千
七
百
年 

古
墳
時
代
、
第
十
六
代
天
皇
に
し
て
「
聖
の
帝
」
と
讃

え
ら
れ
た
仁
徳
天
皇
さ
ま
は
、
日
本
最
大
の
古
墳
の
被

葬
者
と
し
て
も
有
名
で
す
。 

『
日
本
書
紀
』
等
に
よ
れ
ば
、
そ
の
仁
徳
天
皇
さ
ま
の

御
即
位
十
一
年
の
年
に
、
「
冬
十
月
、
掘
宮
北
之
郊
原
、

引
南
水
以
入
西
海
、
因
以
號
其
水
曰
堀
江
」
と
あ
り
、
古

代
河
内
湖
と
よ
ば
れ
た
内
湾
は
大
雨
の
度
に
洪
水
を
起

こ
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
洪
水
を
防
ぐ
為
に
、
上
町

台
地
の
丘
陵
で
あ
っ
た
大
阪
城
北
東
あ
た
り
か
ら
中
之

島
の
東
端
あ
た
り
ま
で
開
削
し
、
人
工
の
運
河
を
作
り

排
水
で
き
る
よ
う
に
し
た
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

運
河
を
「
難
波
堀
江(

な
に
わ
の
ほ
り
え)

」
と
い
い
ま
す
。 

こ
れ
は
日
本
最
初
に
し
て
古
墳
時
代
最
大
規
模
の
土

木
工
事
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、『
日
本
長
暦
』
を

も
と
に
換
算
す
る
と
、
こ
の
十
月
は
そ
の
大
工
事
が
行

わ
れ
て
ち
ょ
う
ど
一
千
七
百
年
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
古
代
の
暦
は
現
代
と
は
相
違
が
あ
り
ま
す
の
で
考
古

学
的
見
地
か
ら
は
疑
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
か
ら
単
純
計
算
し
ま
す
と
本
年

が
一
千
七
百
年
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
難
波
堀
江
に
接
し
て
、
難
波
津
と
い
う
港
湾
も

あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
同
じ
く
仁
徳
天
皇
の
御
代
に
「
難
波

津
に
咲
く
や
此
の
花
冬
籠
り
今
を
春
べ
と
咲
く
や
此
の

花
」
と
い
う
歌
に
も
詠
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
難
波
堀
江
周

辺
に
は
古
代
、
梅
の
花
が
咲
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
当
宮

の
古
記
録
で
は
菅
原
道
真
公
が
当
宮
の
紅
梅
を
愛
で
た

の
も
、
こ
の
難
波
津
の
梅
に
思
い
を
致
さ
れ
た
事
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
難
波
堀
江
は
現
在
の
、
大
阪
城
北
端
か
ら
中
之

島
東
端
に
か
け
て
の
大
川(

旧
淀
川)

が
そ
れ
と
見
ら
れ
て

お
り
、
大
阪
の
人
々
は
今
も
仁
徳
天
皇
の
御
代
の
人
々

の
お
陰
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

く
、
先
人
へ
の
感
謝
の
心
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
「
そ
れ
」
の
日
の
対
応 

今
期
、
プ
ロ
野
球
球
団
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
先
月

十
四
日
、
十
八
年
ぶ
り
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
、

今
月
下
旬
に
三
十
八
年
ぶ
り
と
な
る
「
そ
れ
」
を
目
指
す

事
と
な
り
ま
し
た
。
も
し
「
そ
れ
」
と
な
っ
た
場
合
、
興

奮
し
た
虎
党
に
よ
る
、
過
激
な
参
拝
を
ご
遠
慮
頂
き
た
い

事
か
ら
、
境
内
保
全
の
為
、
重
要
試
合
日
に
は
当
宮
御
本

社
、
御
旅
社
と
も
に
閉
門
時
間
を
大
幅
に
繰
り
上
げ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
事
、
何
卒
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。 

 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
よ
り
感
謝
状 

平
成
二
十
三
年(

二
〇
一
一)

三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
干
支
一
回
り
と
な
る
十
二
年
が

経
過
し
ま
し
た
。 

当
宮
御
旅
社
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
義
捐
金
を
募
り
、

多
く
の
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
の
お
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
て
、
被
災
地
、
と
り
わ
け
地
域
の
核
と
な
る
被
災
地

の
神
社
に
宛
て
て
義
捐
金
を
十
二
年
間
送
金
し
て
参
り

ま
し
た
。 

そ
の
本
年
、
義
捐
金
を
お
送
り
さ
せ
て
頂
い
た
、
被
災

神
社
の
一
つ
岩
手
県
気
仙
沼
市
綾
里
に
鎮
座
し
ま
す

「
天
照
御
祖
神
社
」
さ
ま
よ
り
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
お

支
え
を
感
謝
し
て
と
の
事
で
、
感
謝
状
を
ご
送
付
頂
き

ま
し
た
。 

こ
の
神
社
の
鎮
座
す
る
綾
里
地
区
は
震
災
で
四
十
メ

ー
ト
ル
以
上
の
津
波
が
襲
い
、
こ
れ
は
日
本
史
上
最
大

級
の
津
波
で
、
綾
里
地
区
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
震
災
後
の
復
興
活
動
の
積
み
重
ね
で
、

よ
う
や
く
地
域
集
落
の
祭
礼
も
執
り
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
事
を
感
謝
し
て
、
こ
の
度
、
感
謝
状
を
お
送
り
頂
き

ま
し
た
。
茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
で
、
感
謝
状
と
祭
礼
の

ポ
ス
タ
ー
を
今
月
い
っ
ぱ
い
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
参
り
の
際
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

 

今 

月 

の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 
御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

十
月
廿
四
日(

火) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                   

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
三
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行 

※ 

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、 

十
五
日
に
一
月
号
を
発
行  

秋
祭(

十
五
日)…

梅
田
の
秋
祭
り
。
菊
花
祭
と
も
。
神
事
の
み

 

   

寒
露(

八
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
凍
り
そ
う
に
な
る
頃 

霜
降(

廿
四
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
霜
と
な
っ
て
降
り
る
頃

 

   

十
三
夜(

廿
七
日)…

旧
暦
九
月
十
三
日
の
お
月
見
。
豆
名
月 

秋
の
土
用(

十
月
廿
一
日
～
十
一
月
七
日) 

土
掘
り
は
遠
慮 

    

十
月
六
日
、
十
二
日
、
十
七
日
、
廿
三
日
、
廿
九
日 

    

ス
ポ
ー
ツ
の
日(

九
日)

 

    

下
弦(

六
日)

、
朔
月(

十
五
日)

、
上
弦(

廿
二
日)

、 

満
月(

廿
九
日)

、 

【
祭
礼
】 

  

【
節
気
】 

    

【
雑
節
】 

       

【
大
安
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

大
豆
、
カ
ブ
、
南
瓜(

日
本
種)

、
生
姜
、
芋
全
般 

[

果 

物] 

柿
、
梨
、
栗
、
ザ
ク
ロ
、
り
ん
ご(

早
生) 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
イ
ワ
シ
、
太
刀
魚
、
鮭
、
コ
ウ
イ
カ
、 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
秋
バ
ラ
、
金
木
犀
、
コ
ス
モ
ス 

 


